
伝
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の
味
守
っ
た

伝
統
の
味
守
っ
た

う
ど
ん
店
閉
店

う
ど
ん
店
閉
店

社会奉仕団体の前橋中央ロー

タリークラブ（井上芙美子会長）

は 日、創立 周年記念式典と祝賀会を

前橋市内で開き、交流のあるクラブのメ

ンバーら約160人が

節目を祝った。

井上会長は出席者

に感謝し「今後もロ

ータリアンの基本を

重視し、奉仕の理念

を信じ、仲間を増や

したい」とあいさつ

した‖写真。

記念事業として特

別養護老人ホーム第二明光園（同市）に

ベッドと車いすを寄贈しており、この日

は目録を贈呈した。

同クラブは1994年４月に発足。会社経

営者や弁護士ら 人が所属している。

創立25周年160人祝う
中央ロータリークラブ

青
雲
塾
（
塾
長
・
中
曽
根
康

弘
元
首
相
）
主
催
の
第

回
講

演
会
が
、
高
崎
市
の
青
雲
塾
会

館
で
開
か
れ
た
。
仰
月
庵
杉
山
呼
龍
老

師

が
「
夏
目
漱
石
と
禅
」
と
題
し

て
漱
石
と
禅
の
関
係
を
話
し
た
‖
写

真
。「

吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
な
ど
漱
石
の

小
説
に
は
多
く
の
禅
語
が
出
て
く
る
と

説
明
。
「
禅
は
人
間
形
成
に
関
わ
り
、

作
品
に
も
影
響
を
与
え
た
」と
述
べ
た
。

一
方
、
「
明
治
時
代
の
作
品
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
代
の
人
に
も
読
ま
れ
て

い
る
の
は
、
心
や
人
間
を
描
い
て
い
る

か
ら
」
と
解
説
。
「
自
分
自
身
を
客
観

的
に
見
て
、
書
い
て
い
る
こ
と
が
素
晴

ら
し
い
」
と
語
っ
た
。

青
雲
塾
で
杉
山
老
師

漱
石
に
禅
の
影
響

健
康
を
支
え
る
「
食
環
境
づ

く
り
」
に
つ
い
て
考
え
る
群
馬

大
の
地
域
貢
献
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、前
橋
市
の
群
馬
会
館
で
開
か
れ
た
。

食
環
境
研
究
の
第
一
人
者
で
女
子
栄
養

大
大
学
院
の
武
見
ゆ
か
り
教
授
が
「
健

康
な
食
事
で
健
康
寿
命
の
延
伸
を
」
と

題
し
て
講
演
し
た
‖
写
真
。

武
見
教
授
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
を
健
康
的
な
環
境
で
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
、
条
件
の
整
っ
た
店
を
認

証
す
る
「
ス
マ
ー
ト
ミ
ー
ル
制
度
」
を

紹
介
。
食
生
活
改
善
の
た
め
に
は
「
主

食
、
主
菜
、
副
菜
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
食

べ
ら
れ
る
健
康
的
な
食
事
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
よ
く
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
指
摘

し
、食
環
境
の
整
備
が
大
切
と
訴
え
た
。

主
食

主
菜

副
菜

バ
ラ
ン
ス
を
良
く

群
大
シ
ン
ポ
で
武
見
さ
ん
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前 橋・大 西 店 221・5538
〃 ・岡 野 店 232・6819
〃 ・北 爪 店 288・4211
〃 ・野 口 店 265・4157
〃 ・佐 藤 店 231・5274
〃 ・山 口 店 233・6701
〃 ・前 田 店 235・6600
〃 ・松 本 店 265・6280
〃 ・有 友 店 230・5501
新前橋・小 林 店 253・2415
〃 ・井 口 店 252・5678
〃 ・前 田 店 251・1077
元総社・川 島 店 253・2883
〃 ・小 林 店 253・6721
〃 ・前 田 店 251・7663
総 社・田 部 井 店 251・1192

駒 形・佐 藤 店 266・3337
〃 ・根 岸 店 266・1307
大 胡・藤 井 店 283・3824
〃 ・大 崎 店 283・2160
玉 村・余 湖 店 65・8139
〃 ・森 店 65・8573
〃 ・中 村 店 64・3300
高 崎・宮 川 店 322・6401
〃 ・武 店 322・5590
〃 ・老 川 店 361・2684
〃 ・老川南部店 322・0722
〃 ・橋 本 店 361・4950
〃 ・橋本井野店 361・9081
〃 ・関 口 店 322・5249
〃 ・関口北部店 361・0755
〃 ・金 井 店 361・0378
〃 ・金井双葉店 327・6342
〃 ・金井中尾店 364・5841
〃 ・金井大類店 352・5316
〃 ・森 店 323・0458
〃 ・前 田 店 393・6624
中 居・佐 藤 店 346・4911

〃 ・中 村 店 352・9369
倉賀野・高 橋 店 346・2331
〃 ・中 村 店 346・7148

新 町・余 湖 店 42・0149
〃 ・三 俣 店 42・0268
〃 ・中 村 店 42・1818

群馬町・宮 川 店 373・4548
箕 郷・共 同 店 371・5024
足 門・宮 川 店 372・1733
室 田・新聞販売所 374・0310
吉 井・片 山 店 387・2013
伊勢崎・亀 屋 店 24・2662
〃 ・根 岸 店 23・9180
〃 ・豊受中木店 32・9530
〃 ・中 木 店 40・9007
〃 ・白 井 店 24・8555
〃 ・読売山崎店 25・7263
〃 ・森 店 21・8633
〃 ・内 田 店 25・1610

国 定・千吉良 店 62・0052
境 ・天 田 店 74・3380

■
世
界
遺
産
登
録
の
経
緯
語
る
（
伊
勢
崎
）

世
界
遺
産
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
境
ま
ち
お
こ

し
講
演
会
」
が
伊
勢
崎
市
の
中
沢
カ
フ
ェ
で
開

か
れ
、
県
世
界
遺
産
課
の
井
上
昌
美
さ
ん
の
講

演
に
約

人
が
聴
き
入
っ
た
。

地
元
の
田
島
弥
平
旧
宅
な
ど
「
富
岡
製
糸
場

と
絹
産
業
遺
産
群
」
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
に

至
っ
た
経
緯
や
、

世
紀
初
頭
に
日
本
が
生
糸

輸
出
量
で
世
界
一
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
グ

ラ
フ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
。

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
他
の
建
物
群
も
世
界

遺
産
に
で
き
な
か
っ
た
の
か
」
「
旧
県
蚕
業
取

締
所
境
支
所
の
活
用
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き

だ
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

同
市
境
地
区
の
地
域
活
性
化
組
織
「
境
い
き

い
き
ア
イ
」
が
開
い
た
。

仏画２点220年ぶり修復 吉井・
仁叟寺

高崎市吉井町の仁叟寺

渡辺啓司住職 は 毎年恒

例の法要 大般若会大施食会 を同寺

で開いた。220年ぶりに修復された

市重要文化財の 涅
ね

槃
はん

図 と 誕生図

が修復後初めて披露され‖写真、檀
だん

家
か

ら150人が安泰の願いを込めた。

両図はこの日、本堂に掲げられた。

渡辺住職は「今回だけ二つの仏画を

同時に公開した。協力してくれた方

に感謝したい」と話した。関係者は

「見事にきれいになった」などと感

嘆の声を上げた。
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伊勢崎市南公民館を拠点に

活動する女声合唱団「伊勢崎

コール愛 佐藤久美子団長 のコンサ

ートが市民プラザで開か

れ、 ～ 代の団員約 人

が日頃の成果を披露した。

田中悠一 さんの指揮と

ピアノで女声二部合唱曲集

「そよ風のひとひら」など

を歌った。ボイストレーナーの目崎ち

ひろさん、本県出身の歌手、高津佳さ

んを迎えたゲストステージもあった。

最後は全員で「川の流れのように」を

合唱した‖写真。

同団は2007年に発足。年を重ねても

助け合いながら日々頑張っている姿を

見てもらおうと、９年ぶり３度目のコ

ンサートを開いた。

９年ぶりコンサート
女声合唱団 伊勢崎コール愛
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ｂ陸上自衛隊第 旅団主催の

第 回定期演奏会が、高崎市

の群馬音楽センターで開かれた。第

音楽隊の隊員ら 人が原口浩文隊長の

指揮の下、迫力のある演奏で約1900人

の聴衆を魅了した‖写真。

旅団司令部が所在する相馬原駐屯

地（榛東村）が今年で創設 周年を迎

えるため、演奏会のテーマを「伝統の

継承」に設定。第１部はクラシック、

第２部は「世界に一つだけの花」など

平成を彩った名曲メドレーで会場を盛

り上げた。復興応援メッセージソング

も演奏した。

中島みゆきさんの「時代」に合わせ

て 旅団の歴史や災害派遣任務の様

子を映像で紹介したほか、陸上自衛隊

松本駐屯地

（長野県松

本市）の隊

員でつくる

「松本アル

プス太鼓」

も 出 演 し

た。

伝統の継承 テーマに
陸自第12音楽隊が定演

日
本
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能

の
一
つ
で
あ
る
人
形
浄
瑠
璃
文

楽
の
高
崎
公
演
が
、
高
崎
市
文

化
会
館
で
開
か
れ
た
。
昼
、
夜
の
部
合

わ
せ
て
約
千
人
が
、
伝
統
文
化
を

楽
し
ん
だ
‖
写
真
。

夜
の
部
は
「
義
経
千
本
桜

道

行
初
音
旅
」
と
「
新
版
歌
祭
文

野
崎
村
の
段
」
が
上
演
さ
れ
た
。

三
味
線
の
音
や
太
夫
の
語
り
に
合

わ
せ
て
動
く
人
形
に
、
観
客
は
拍

手
を
送
っ
た
。

文
楽
は
江
戸
時
代
に
大
阪
で
生

ま
れ
、
２
０
０
３
年
に
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の

世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な

ど
、
現
在
も
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
る
。
今
回
が
７
年
ぶ
り
の
高
崎
公
演

と
な
っ
た
。

久々に文楽 間近で

医
療
法
人
社
団
美
心
会
は

日
、
運
営
す
る
高
崎
市
の

黒
沢
病
院
で
、
健
康
増
進
施

設
「
ヴ
ァ
レ
オ
プ
ロ
」
の
開
設

周

年
記
念
大
感
謝
祭
を
開
い
た
。
多
く

の
市
民
ら
が
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
講

座
を
通
し
て
健
康
へ
の
意
識
を
高
め

た
。参

加
者
は
ボ
ー
ト
を
こ
ぐ
よ
う
に

全
身
を
動
か
す
有
酸
素
運
動
マ
シ

ン
、
腕
や
脚
の
血
流
を
制
限
し
て
行

う
加
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ヨ
ガ
な
ど

を
体
験
し
た
‖
写
真
。
同
市
の
伊
藤

方
揚
さ
ん

は
「
普
段
使
わ
な
い

筋
肉
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
気
持

ち
が
良
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

公
開
講
座
で
は
、
信
州
大
特
任
教

授
の
能
勢
博
さ
ん
ら
が
講
演
し
た
。

健康増進施設が10周年 黒沢病院

地
元
に
群
生
す
る
カ
タ
ク
リ
を

守
ろ
う
と
、
高
崎
入
野
小
（
原
勝

弘
校
長
）
の
４
、
６
年
生
計

人

が
高
崎
市
の
同
校
で
、
保
護
を
呼
び
掛
け

る
看
板
を
手
作
り
し
た
‖
写
真
。

児
童
は
「
カ
タ
ク
リ
を
守
ろ
う
」
「
カ

タ
ク
リ
を
大
切
に
！
」
と
大
き
く
書
い
た

８
枚
の
看
板
を
デ
ザ
イ
ン
。
紫
色
の
カ
タ

ク
リ
の
花
や
笑
顔
の
住
民
の
イ
ラ
ス
ト
を

描
き
、
カ
ラ
フ
ル
に
仕
上
げ
た
。

６
年
の
山
田
七な

な

碧み

さ
ん
は
「
カ
タ
ク
リ

は
と
て
も
き
れ
い
な
の
で
み
ん
な
で
守
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
た
」と
話
し
た
。

看
板
は
、

日
に
同
市
吉
井
町
の
吉
井

東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開

か
れ
る
「
カ
タ
ク
リ
咲
い
た
ま
つ
り
」
に

合
わ
せ
て
、
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
「
小
串

カ
タ
ク
リ
の
里
」
に
設
置
さ
れ
る
。

カ
タ
ク
リ
守
ろ
う

児
童
が
看
板
作
る
入野小

人
と
の
絆

写
真
に

前
橋
の
医
師
・
村
山
さ
ん

前
橋
市
の
内
科
医
、
村
山
義

和
さ
ん
の
写
真
展
が
４
月

日

ま
で
、
伊
勢
崎
市
大
手
町
の
脳

血
管
研
究
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ｍ
で
開
か
れ

て
い
る
。
絆
を
テ
ー
マ
に
、
半
世
紀
以

上
に
わ
た
り
撮
り
た
め
た
人
物
写
真
な

ど
約

点
を
飾
っ
て
い
る
‖
写
真
。

乳
児
か
ら

歳
ま
で
幅
広
い
世
代
の

人
物
の
写
真
が
並
ぶ
。
「
仕
事
柄
、
人

と
接
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

視
線
を
意
識
し
て
撮
っ
た
」
と
話
し
て

い
る
。
妻
の
久
子
さ
ん
が
手
掛
け
た
陶

芸
作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

村
山
さ
ん
は
小
学
校
低
学
年
で
カ
メ

ラ
に
興
味
を
持
ち
、
部
活
や
写
真
愛
好

団
体
で
腕
を
磨
い
た
。

土
曜
午
後
と
日
曜
休
み
。
問
い
合
わ

せ
は
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
☎
０
２
７
０
・

２
７
・
４
５
４
６
）
へ
。

ば
ち
さ
ば
き
華
麗

上
州
あ
ず
ま
太
鼓
会

伊
勢
崎
市
東
地
区
で
活
動
す
る
上

州
あ
ず
ま
太
鼓
会（
須
賀
正
文
会
長
）

の
第

回
太
鼓
フ
ェ
ス
タ
が

日
、

市
あ
ず
ま
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
園
児
か
ら

代
ま
で
の
会
員

人
が
、
迫
力
あ
る
演
奏

を
響
か
せ
た
‖
写
真
。

小
学
生
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
「
童
せ
せ
ら
ぎ
」
を
巣
立
つ
６
年
生
４
人

が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
。
太
鼓
教
室
参

加
者
の
ス
テ
ー
ジ
も
含
め

曲
で
華
麗
な
ば

ち
さ
ば
き
を
披
露
し
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。
お
笑
い
芸
人
の
ア
ン
カ
ン
ミ
ン
カ
ン

が
司
会
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

同
会
は
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
を
は
じ
め
、

県
内
外
で
年
間

回
ほ
ど
演
奏
し
て
い
る
。

昔
な
が
ら
の
小
麦
で
伝
統
の

味
を
守
っ
て
き
た
玉
村
町
角
渕

の
う
ど
ん
店「
麦
畑
」が

日
、

閉
店
し
た
。
当
日
は
地
元
の
フ
ァ
ン
が

駆
け
付
け
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

郵
便
局
職
員
だ
っ
た
岡
部
要

も
と
む

さ
ん

‖
写
真
右
‖
と
妻
の
澄
江
さ

ん

‖
同
左
‖
が
２
０
０
６
年

に
開
店
。
同
町
で
昔
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
た
小
麦
「
農
林

号
」
を

自
家
栽
培
し
、
同
小
麦
１
０
０
％

の
う
ど
ん
を
提
供
し
て
き
た
。
体

力
仕
事
の
小
麦
作
り
に
限
界
を
感

じ
、
閉
店
を
決
め
た
。

足
し
げ
く
通
っ
て
い
た
新
井
小

枝
子
さ
ん

‖
藤
岡
市
中
大
塚

‖
は
「
地
元
の
家
庭
の
味
。
も
う

食
べ
ら
れ
な
い
の
は
残
念
」
と
話

し
た
。

岡
部
さ
ん
は
「
趣
味
で
始
め
た

店
が
続
い
た
の
も
皆
さ
ん
の
お
か

げ
」
と
訪
れ
た
客
に
感
謝
し
た
。

小
麦
を
自
家
栽
培

歳
以
下
の
少
年
少
女
を
対

象
と
し
た
「
２
０
１
９
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｕ
Ｓ
フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

が

の
両
日

高
崎
市
島
野

町
の
キ
ッ
ク
ス
高
崎
で
開
か
れ
た
‖
写

真
。
県
内
外
の
男
女
計

チ
ー
ム
が
熱

戦
を
展
開
し
、
男
子
は
Ｆ
Ｅ

Ａ
Ｔ
Ｌ

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

栃
木
県
佐
野
市

女
子

は
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｓ

Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ

ｓ

高
崎
市

が
と
も
に
初
優
勝
し
た

男
子

女
子
８
チ
ー
ム
が
出
場

ブ

ロ
ッ
ク
別
の
予
選
リ
ー
グ
を
戦
い
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優
勝
を
争
っ
た
。

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
事
業
を
展
開
す

る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
（
ネ
ク
サ
ス
）
が
地
域

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
開
い

た
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
目
的
に
毎
年
開
か
れ
て
お

り
、

回
目
。

優
勝
チ
ー
ム
を
除
く
上
位
成
績
は
次

の
通
り
。

【
男
子
】
②
Ｆ
Ｃ
下
川
前
橋
（
前
橋
市
）
③

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
群

馬
Ｕ
｜

（
同
）

【
女
子
】
②
藤
岡
ブ
ル
ー
ト
パ
ー
ズ
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ズ
（
藤
岡
市
）
③
Ａ
Ｃ
館
林
フ
ェ
リ
ス

Ｕ
｜

（
館
林
市
）

Ｆ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
（）〔

高崎
〕［］

初
Ｖ

12
歳
以
下
フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス

桐
生
一
高
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
生

徒
と
卒
業
生
８
人

は
、
発
達
障
害
の
子
ど
も
を

持
つ
母
親
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
ｉ
ｉ
ｔ
ｏ
ｋ
ｏ
」

（
高
崎
市
吉
井
町
、
浅
香
千

恵
代
表
）
を
訪
れ
、
入
学
や

入
園
に
必
要
な
手
作
り
の
手

提
げ
バ
ッ
グ
や
上
履
き
入
れ

を
贈
っ
た
。

新
入
学
児
・
入
園
児
の
家

族
７
組
か
ら
、
か
ば
ん
の
大

き
さ
や
形
の
ほ
か
、
「
布
は

ど
の
向
き
が
い
い
で
す
か
」

な
ど
と
要
望
を
聞
き
な
が

ら
、
ミ
シ
ン
で
縫
い
合
わ
せ

た
‖
写
真
。

３
歳
の
長
男
が
入
園
す
る

藤
井
理
美
さ
ん

は
「
既

製
品
で
は
合
う
物
が
な
く
て

困
っ
て
い
た
」
と
感
謝
。
同

高
２
年
の
サ
ル
フ
ォ
山
口
愛

里
さ
ん
は
「
気
持
ち
を
込
め

て
作
っ
た
。
大
変
な
人
の
力

に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と

満
足
そ
う
だ
っ
た
。

浅
香
代
表
は
「
日
々
の
子

育
て
に
精
い
っ
ぱ
い
な
お
母

さ
ん
に
と
っ
て
入
学
準
備
は

と
て
も
大
変
な
の
で
あ
り
が

た
い
」
と
話
し
た
。

桐生一高生ら
発達障害の子へ

本県モデル
10人 出 演

スペインのブランド

ソフィ

ーエトヴォイラ の新作ドレスの

コレクションショーが 日、高

崎市飯塚町の結婚式場 ヴィ

ラ・デ・マリアージュ高崎」

で開かれた。オーディション

で選ばれた本県のモデル 人

が、純白のウエディングドレ

スなどを身にまとい、ランウ

ェイを歩いた‖写真。

個性的でありながら奇抜に

なりすぎないデザインが特徴

という。紹介された 点余りの

ドレスに、来場者は熱い視線を

送っていた。

本県と長野県でブライダル事業を

展開する「プリオウエディングスＧ＆

Ｎ」が主催した。

（１８）(平成３１年) （１８）(平成３１年)


